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【 庄原市斎場使用料（平成21年度～平成25年度実績） 】 【 庄原市斎場維持管理費（平成21年度～平成25年度実績） 】
単位：万円 単位：万円
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※千円以下は四捨五入しています。

●収入 ●支出

現在の庄原市斎場市民生活課市民生活係 ☎ 0824-73-1154

庄原市斎場
再編整備計画
　市は、施設の老朽化と将来の火葬需要を予測し、併
せて効率的な管理運営を行うため「庄原市斎場再編整
備計画」を策定しました。
　平成 24 年９月に、学識経験者や地域代表者などに
よる「庄原市斎場再編整備検討委員会」を設置し、市

内自治会長へのアンケートを実施するなど、広く市民
の皆さんのご意見をいただきながら、本市の今後の斎
場のあり方について議論を重ねてきました。
　今月から３回シリーズで本計画の内容をお伝えし、
今月は斎場の現状についてお伝えします。

●
次
回
は
「
斎
場
の
再
編
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

　現在、市は旧市町ごとに 1 つずつ計
７つの斎場を設置しています。いずれ
の施設も合併以前に建設したものであ
り、最も古い庄原市斎場は 38 年が経
過しています。
　また、施設設備全般で老朽化が進ん
でおり、近年多くの維持修繕費が必要
となっています。そのため、修繕時に
は近隣の斎場を使用せざるをえず、大
変不便な状況となっています。

　近年の施設ごとの斎場使用件数は、
庄原市斎場と東城斎場で利用が多く、
続いて西城斎苑、その他の斎場はほぼ
同じ水準となっています。
　人口推計で今後 20 年間（平成 47
年度まで）の死亡者数を見てみると、
平成 41 年度が最も多く 813 件と見込
まれています。

●施設の状況

名称 設立年月 経過年数 火葬炉数 備考

庄原市斎場 昭和50年 38年 2基 待合棟・納骨塔

西城斎苑 昭和61年 27年 2基 待合室

東城斎場 平成8年 17年 2基 待合棟・葬祭棟・集会棟

口和斎場 平成元年 24年 1基

高野斎場 平成8年 17年 1基 待合室・納骨塔

比和斎場 平成11年 14年 1基

総領斎場 平成14年 11年 1基

●斎場使用件数（施設別） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）
名称 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 年平均

庄原市斎場 304 325 326 334 336 325

西城斎苑 70 71 70 87 76 75

東城斎場 165 185 163 180 168 172

口和斎場 37 41 48 42 47 43

高野斎場 33 43 36 39 33 37

比和斎場 27 30 28 23 26 27

総領斎場 26 30 18 27 14 23

合計 662 725 689 732 700 702

施設の現状

斎場の使用件数

  　広報しょうばら｜２０１４．１０月号｜ 12


